
 

夢・未来・魅力　中川運河を考える夢・未来・魅力　中川運河を考える

プログラム

主催：名古屋市・名古屋港管理組合
共催：名古屋都市センター

日時 

会場 

参加費・定員

１．基調講演 「運河に映る都市」 / 中村良夫氏
　　　　　　　　　　　　　　（東京工業大学 名誉教授）　　　　
２．中川運河の概要 / 音堅清人氏
　　　　　　　　　 （名古屋都市センター調査課研究主査）

３．中川運河再生ワークショップによる成果発表
４．ミニコンサート / トリスタン弦楽四重奏団
　　水上の音楽（ヘンデル）、日本の民謡メドレー、川の流れのように  他

５．パネルディスカッション
　　中村 良夫氏　 （東京工業大学 名誉教授）
　　秀島 栄三氏　 （名古屋工業大学大学院　准教授）
　　田村 伴次氏　 （ＮＰＯ法人伊勢湾フォーラム 相談役）
　　青木 奈美氏　 （サカエ経済新聞編集長）
　　羽根田 英樹氏（名古屋都市センター 上席調査研究統括監）　

平成22年10月23日（土）
開会　午後２時(開場　午後１時30分)
閉会　午後５時

名古屋港ポートビル ４階 講堂
地下鉄「名古屋港駅」３番出口から徒歩５分

昭和５年に開通してから、これまで“なごや”の発展を陰に日向に支えてきた中川運河。
そんな、中川運河が今年10月に80歳を迎えます。

中川運河の80歳をお祝いするとともに、これからの新しい活用法やまちづくりへの
活かし方について、一緒に考えましょう。

参加費 ： 無料

定　 員 ： １５０人 ※ 裏に参加申込書があります。

中川運河開通８０周年記念シンポジウム中川運河開通８０周年記念シンポジウム
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会場へのお出かけには、環境にやさしい市バス・地下鉄をご利用ください。



基調講演者・パネリスト

1938年東京都出身。1963年東京大学工学部土木工学科卒業。
日本道路公団技師、東京大学助手、同講師、同助教授、東京工業大学助教授、
同教授、京都大学大学院工学研究科教授を歴任。この間、景観工学を提唱して
研究と教育に従事。主な著書は「風景学入門」(中公新書)、「湿地転生の記」
 (岩波書店)、「都市をつくる風景」（藤原書店）など。

シンポジウム　『夢・未来・魅力 中川運河を考える』
go to the future

申込み先
　　〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
　　名古屋市 住宅都市局 まちづくり企画部 臨海開発推進課 （中川運河担当）

　このシンポジウムは、かつて「東洋一の大運河」と呼ばれた中川運河の現代的な価値を再発見し、中川運河の
魅力を再生するための思考実験です。

ＦＡＸ、Ｅ-ｍａｉｌ、郵送にて下記申込み先に参加される方の氏名・電話番号をお知らせください。

このチラシは再生紙を利用しています。

シンポジウム参加申込書

※ 申し込みが定員に達し、参加いただけない場合はこちらからご連絡させていただきます。
※ ご記入いただいた個人情報につきましては、今回のシンポジウム以外の目的で使用することはありません。

コーディネーターパネリスト

ＴＥＬ：052-972-2784　ＦＡＸ：052-972-4161　Ｅ-ｍａｉｌ：a2716@jutakutoshi.city.nagoya.lg.jp

平成22年10月30日（土）13：30～21：00　★バイオリン・コンサート、シンポジウム、ペチャクチャナイト名古屋、デジタル掛け軸

他の中川運河開通80周年記念事業のご紹介

 10月31日（日）18：00～21：00　★現代能＋現代音楽、デジタル掛け軸

主催：中川運河キャナルアート実行委員会
後援：愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合

会場：中川運河小栗橋下流 岡谷鋼機株式会社・第三倉庫及びその前の水面中川運河キャナルアート

中川運河水上フェスティバル 会場：中川運河　中川口閘門～いろは橋界隈

平成22年10月31日（日）　　 　　　　　　　★ドラゴンボートレース など

主催：中川運河再生実行委員会
後援：名古屋市、名古屋港管理組合、名古屋都市センター

※イベント詳細はホームページにて　　http://www.canal-art.org/

※問合せはNPO法人伊勢湾フォーラムへ　　TEL 052-951-4882 

10月20日（水） 〆切

　物流運河として“なごや”の生活・経済を支えた歴史のある中川運河を、市民や来訪者にとって、もっと身近で親
しみやすい運河とするにはどうしたらよいでしょうか。都市計画や市民生活における中川運河の役割をどう考えれば
よいでしょうか。そして、中川運河の魅力を地域のブランドとして国内や世界に発信するにはどうしたらよいでしょうか。

　そうしたアイディアを、「風景」「土木計画」「ＮＰＯ」「情報発信」の各専門分野でご活躍の諸氏と市民との対話や、
市民によるワークショップから導き出し、中川運河の夢・未来・魅力を考える手がかりとしたい。

中村良夫氏/東京工業大学 名誉教授

 秀島 栄三氏/名古屋工業大学大学院 准教授
 田村 伴次氏/ＮＰＯ法人伊勢湾フォーラム 相談役
 青木 奈美氏/サカエ経済新聞編集長

 羽根田 英樹氏

   　/名古屋都市センター 上席調査研究統括監 　

氏　名 電話番号氏　名 電話番号


